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「数の構成に関わる活動」における児童の課題を緩和する教材の開発 

松井嘉大1，鈴木祥隆2，神野幸雄２，菱川洋介２ 

 

 

１．はじめに 

特別支援学校学習指導要領解説各教科等

編（小学部・中学部）［１］では，算数科小

学部２段階「A 数と計算」における数の構

成に関わる学習活動として，具体的に「３を

１と２に分けたり，１と２を３にまとめた

り等の合成や分解」，「５は３より２大きい

等，集合数を一つの数と他の数と関係付け

てみる」等のことと記している。これらの学

習活動は，加法や減法，それらの計算におけ

る繰り上がり繰り下がりについての理解の

素地となる。また，算数の学習において数感

覚を深める上で，この学習活動は重要な意

味を持つ。しかし，同時に２つ以上の数を操

作して学習を進める内容でもあるため，特

別支援学校の児童には課題の多い学習内容

の一つになると考える。そこで，数の構成に

関わる教材の充実に必要性を感じ，教材開

発を行うこととした。 

 

２．研究の目的 

 本研究では，数の構成に関わる学習活動

として，特別支援学校小学部知的障害者用

［２］の内容「いくつといくつ①～⑥」「１
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０はいくつといくつ」の単元で行う「ある数

とあといくつで１０になるか」に焦点を当

てる。この学習は単元の最後に配置され，既

習の内容において最も大きい数「１０」を取

り扱うことや，数の合成や分解と異なり，具

体物の操作の際に，視覚的に捉えにくいこ

とが，児童にとって課題になると考えられ

る。そこで，１０で導入するのではなく，そ

れ以前の，１０より小さい数の合成や分解

の学習の中で，「ある数とあといくつで１０

になるか」の学習内容を段階的に取り入れ，

児童にとって課題の少ない学習の在り方の

考察と，その実現に向けた教材の開発を試

みた。教材の条件として，対象とする特別支

援学校学習指導要領解説各教科等編（小学

部・中学部）［１］の知的障害 2 段階に該当

する児童の特性に応じた，具体物の操作を

伴う，親しみやすい学習教材を目指す。 

 

３．現行の学習内容について  

数の構成に関わる活動での学習内容であ

る，数の合成・分解と，補数の概念について

考察する。以下，A，B，Cは自然数とする。 

数の合成は，「A と B をあわせると C」の

本研究の目的は，数の合成・分解の単元において，補数の学習に関する段階的な

カリキュラムの提案と，特別支援学校の児童にとって，親しみやすい教材の開発で

ある。１０の補数を学習するにあたって，１０よりも小さい数「５」の補数の学習

に着目した。本論文では，現行の学習内容や，５の補数を取り扱うことに関する考

察と，開発した教材の内容，及び有用性について報告する。 
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場面で，Aと BからCを求めることである。

数の分解は，「C は A と B に分けられる」

という場面で，Cから Aと B を求めること

である。数の合成・分解は，双方が逆の作用

を表している。また，数の合成・分解の学習

の特徴として，具体物を用いて数を捉える

際に，A，B，C すべての数が，視覚的に理

解できるということが挙げられる。数の合

成では，A と B を提示すると，C の数量が

提示されたことになる。数の分解において

も，C を提示することで，C を 2 つに分け

た数量 A と B は提示された C を用いて表

現することができる。 

一方，補数の概念は「C にするためには，

A といくつ（B）」という見方で，B を求め

ることである。この学習内容の特徴として，

数を視覚的に捉えづらいということが挙げ

られる。具体物を用いることで，A の提示

は可能だが，B の提示はできないため，必

然的に C の提示もできない。これは，数の

合成・分解の学習との相違点である。ゆえ

に，数量が視覚的に捉えにくいことが，児童

にとって課題となると考えられる。 

 

３．１ 補数に関する学習内容 

補数の学習は，ある数とあといくつで C

になるかを考えるものである。つまり，基に

する A（１≦A＜C）を設定した場合に，

A+B=C を満たす B（１≦B＜C）を見つけ

ることをねらいとした内容である。本論文

では，この具体例を提示して説明する上で，

「A と B で C」という表現を用いる。なお，

数の合成・分解の単元での取り扱いを想定

しているため，「C と０で C」「０と Cで C」

は取り扱わないこととする。 

 

３．２ 「１０をつくろう」の学習内容 

１０に関する補数の学習を，本論文では

「１０をつくろう」と称する。実際には，

「９と１で１０」「８と２で１０」「７と３で

１０」「６と４で１０」「５と５で１０」「４

と６で１０」「３と７で１０」「２と８で１

０」「１と９で１０」の 9種類がある。 

特別支援学校学習指導要領解説［１］の 2

段階の内容には，以下のように記されてい

る。 

 

また，平成２９年告示の小学校学習指導要

領解説算数編［３］の数の構成に該当する

内容には，以下のように記されている。 

 

特別支援学校学習指導要領解説［１］の内

容と比較すると，「一つの数をほかの数と

関係付けてみること」に関して，特別支援

（２）A 数と計算 

ア １０までの数の数え方や表し方，

構成に関わる数学的活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

（ア）次のような知識及び技能を身に

付けること。 

○ク一つの数を二つの数に分けたり，二

つの数を一つの数にまとめて表すこ

と。 

○ケ具体的な事物を加えたり，減らした

りしながら，集合数を一つの数と他

の数と関係付けてみること。 

○コ１０の補数が分かること。 

第 1学年 A 数と計算 

（エ）一つの数をほかの数の和や差と

してみるなど，ほかの数と関係付けて

みること。 
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学校では「具体的な事物」を用いることが

明記されていること，小学校算数科では，

数を式の形で表して，多面的にみることが

相違点である。一方で，数の合成や分解，

数を他の数と比較して，いくつ大きいかと

いう見方は共通点といえる。 

 次に，数の合成・分解や，一つの数をほか

の数と関係付けてみる学習の内容が，その

後の学習にどのように接続していくかにつ

いて述べる。数の合成・分解の学習は，3 段

階において１０までの加法（数の合成の考

え方），立式を含む加法，繰り上がりのある

加法（数の合成・分解）とつながっていく。

「１０をつくろう」の学習は，繰り上がりの

ある加法において加数と被加数に着目し合

成・分解を用いて「１０をつくる」という操

作を行うために重要な内容である。 

 これらを踏まえ，数の構成に関わる活動

に関する特別支援学校小学部知的障害者用

［２］と小学校の教科書［４］の内容をまと

めると，以下の表のようになる。 

特別支援学校 小学校 

単元 「いくつとい

くつ➀～⑥」 

単元 「いくつとい

くつ」 

第１時 

３と４の合成・分解 

 

第２時 

５の合成・分解 

第１時 

５の合成・分解 

第３時 

６の合成・分解 

第２時 

６の合成・分解 

第４時 

7 の合成・分解 

第３時 

７の合成・分解 

第５時 

８の合成・分解 

第４時 

８の合成・分解 

第６時 

９の合成・分解 

第５時 

９の合成・分解 

単元「１０はいくつ

といくつ」 

 

第１時 

１０の合成・分解， 

補数 

第６時 

１０の合成・分解と

規則性 

 第７時 

１０をつくる 

表１ 教科書内容の比較 

 

特別支援学校小学部知的障害者用［２］にお

いて，「１０をつくろう」の学習に該当する

教科書内容として，「１０はいくつといくつ」

がある。それまでの３から９までの数は，

「いくつといくつ」という単元で，数の合

成・分解の学習が配置されている点と異な

り，１０については，それまでの学習と異な

る単元名で配置されている。また，小学校の

教科書［４］においても１０の合成・分解の

内容に加え，分解を行う際の２つの数の規

則性に着目する内容や，ある数とあといく

つで１０になるか考える内容が，取り扱わ

れていることからも，「１０」という数の理

解の重要性が読み取れる。 

 

４．教材について 

「１０をつくろう」の学習を見据えて，特

別支援学校の児童にとって，課題となる学

習の困難さを緩和する教材の開発を目指す。

そこで，「５をつくろう」の学習を，カリキ

ュラムに導入することを提案する。 

 

４．１ 「５をつくろう」を導入する意義 

「５をつくろう」の学習内容は，「４と１

で５」「３と２で５」「２と３で５」「１と４

で５」の 4 種類である。 

特別支援学校学習指導要領解説［１］に記
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載のない「５をつくろう」の学習を取り扱う

動機は，段階的な学習過程を仕組むことに

ある。数の合成・分解の学習は，表１にもあ

るように３から段階的に大きくなる数を取

り扱っていることが特徴である。一方，補数

に関する学習は１０のみと限定的である。

すなわち，新たな数の見方が，単元の最後に

一度だけ配置されている。学習する児童の

立場から考えると，唐突に新たな考え方が

導入されるわけである。そこで，初めから１

０で取り扱うのではなく，５で一度扱うこ

とで，理解しやすい数の大きさに配慮でき

るとともに，５の学習を基に１０の学習へ

発展的に接続できると考える。 

 また，５をつくることに着目した学習は， 

５を意識した数の見方につながると考える。

この見方は，特に，数量の捉え方や繰り上が

りのある足し算で活かされると考える。４

＋３について，具体物を用いて考える際に

「４と３で７」と，7つの具体物を数える見

方もあるが，「４と１で５をつくり，５と２

で７」と，５つと２つの具体物で数量を見る

ことは，視覚的な数えやすさがあると考え

る。繰り上がりのある足し算においては，計

算の過程で１０をつくることがあり，「１０

をつくる」，「５と５をつくる」の２つの見方

が考えられる。５をつくるという見方を持

つことが，児童の特性に適した考え方を選

べること，計算方法の幅を広げることにつ

ながると考える。 

 以上のことから，１０をつくる学習を踏

まえた，５をつくる学習の教材を提案する。 

 

４．２ 「５をつくろう」の内容 

本教材は５，１０のどちらでも学習が行

える内容とした。具体物を操作し，もとある

数量に，いくつ具体物を加えることで５，１

０になるかを学習する。表題を「５がすきな

ぼうしやさん」とする。 

「ともだち」５人で店を訪れると，「５の

ぼうし」をもらえるという設定としている。

以下 A≦４とする。「ともだち」A人では「５

のぼうし」がもらえないため，「ともだち」

を B 人呼んでくる。その数 B が分かるよう

になることが教材の目的である。 

 

４．３ 教具紹介 

（１）ともだち（児童） 

 紙コップに，背景が赤色，黄色の子供のイ

ラストを張り付けたもの。背景の色は，子供

が所属する組を表現している。赤色背景を

赤組，黄色背景を黄色組とする。赤組の人数

がもとある数，黄色組の人数が「あといく

つ」にあたる数とする。例として，5 人の構

成が赤組 4 人，黄色組 1 人の場合，一目で

４と１で５と分かるように組分けを設定し

ている。児童や組分けの実態に合わせて，児

童本人の写真を使ったり，組のイメージカ

ラーなどを用いたりしてよいと考える。 

 

図１ 

 

（２）おみせ 

 紙コップ 1 つ分が入るマスを 5 つ作り，
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紙コップを一列に配置する際，ずれないよ

うにするためのもの。空いているマスを数

えることで，あといくつで５になるか意識

できるようにしている。 

 

図２ 

 

（３）５のぼうし 

「おみせ」と同じ 5 マス分の長さの箱の

上面に数字の５を，側面に５つの帽子のイ

ラストを張り付けたもの。側面は「ともだ

ち」のイラストにあわせて，横から見て帽子

を被っているように見える長さにしている。

「５のぼうし」と「ともだち」が一対一対応

することで，5 人であることを確かめるこ

とができる。また，上面に数字の５を書くこ

とで，一目で５のまとまりということを意

識できるようにしている。 

 

図３ 

（４）１０のおうかん 

「おみせ」と同じ１０マス分の長さの箱

の上面に数字の１０を，側面に１０個の王

冠のイラストを張り付けたもの。側面は「と

もだち」のイラストにあわせて，横から見て

王冠をかぶっているように見える長さにし

ている。「１０のおうかん」と「ともだち」

が一対一対応することで，１０人であるこ

とを確かめることができる。また上面に数

字の１０を書くことで，一目で１０のまと

まりということを意識できるようにしてい

る。「５のぼうし」２つの上から被せること

ができるように設計し，５のまとまりと５

のまとまりで１０になることを確認できる

ようにしている。また，その後の学習におけ

る１０のまとまりの重要性から，５のまと

まりとの差別化を図り，より印象的にする

ため１０の帽子ではなく王冠とした。 

 

図４ 

 

 本教材は，１０をつくろうの学習におい

ても取り扱うことを想定している。そのた

め，５をつくろうでは使用しないが，（４）

１０のおうかんについても，教具紹介で提

示した。 

 

 



 

岐阜数学教育研究 

73 

 

４．４ 教材紹介 

教材活用の流れについて説明する。赤組

の「ともだち」A人を「おみせ」に並べて提

示する。赤組 A 人だけでは「５のぼうし」

をもらえないため，黄色組の「ともだち」呼

んでくることを提案する。黄色組の「ともだ

ち」の人数は，赤組が A 人であることや，

「おみせ」の空いているマスの数を根拠に，

B 人と決定する。その上で，黄色組の「とも

だち」B 人を赤組 A 人と一緒に「おみせ」

に並べて，5 人になったことを確認する。5

人になったので，帽子屋に「５のぼうし」を

もらい，「ともだち」の上に被せて，５にな

ったことを改めて確認する。横から組分け

を見て，赤組 A人と黄色組 B 人で 5人にな

ったということを確認する。 

 

４．５ 教材の有用性 

「５がすきなぼうしやさん」の教材を，特

別支援学校の児童を対象に扱うことの有用

性を５点挙げる。 

（１）黄色組の「ともだち」を連れてくるこ

とや，「おみせ」に一つ一つ「ともだち」を

並べる具体物の操作，自分や友達の写真，イ

ラストの頭に帽子を被せる活動等，教材に

親しみを持ちやすい点。 

（２）「おみせ」を用意したことで，「ある数

とあといくつで５（１０）になるか」という

学習の難しさとして挙げた，「あといくつ」

にあたる数を，基にする数と５（１０）を比

べて考えなければならないという課題を，

児童の理解や学習の進度に応じて，マスの

空いている数をもとに考えられる点。 

（３）赤組，黄色組と組分けをしたことで，

基にする数 A と「あといくつ」にあたる数

B を色で判断することができ，組の色によ

って，いくつといくつで５（１０）をつくる

ことができたか明確に分かる点。 

（４）抽象的思考力に課題がある児童に対

して，横から「ともだち」を見ることで，一

人一人が独立していることを実感させつつ，

「５のぼうし」「１０のおうかん」を被せる

ことで，５や１０のまとまりの認識を育む

ことができる点。 

（５）教材の特徴として，場面の展開を一つ

一つ区切りながら児童と確認することが多

いため，特別支援学校学習指導要領解説［１］

の小学部 2 段階の構成『主として教師から

の言葉掛けによる援助を受けながら，教師

が示した動作や動きを模倣するなどして，

目的をもった遊びや行動をとったり，児童

が基本的な行動を身に付けることをねらい

とする内容』を満たしている点。また，教師

側も児童が学習活動を，誤った理解のまま

進めていないか確認しやすい点。 

 

５．教材を用いた授業について 

５．１ 授業のねらい 

（１）５をつくる活動を通して，ある数とい

くつで５になるか理解することができる。 

（２）５つの具体物に帽子を被せる活動を

通して，５を 1 つのまとまりにする経験を

することができる。 

 

５．２ 授業の位置付け 

「５をつくろう」の学習を単元に導入す

る機会として，５の合成・分解の単元「いく

つといくつ②」の次の授業を提案する。この

単元の後に取り入れる理由として，数のつ

ながりという点を挙げる。教材の内容のつ

ながりでいえば「１０をつくろう」にあたる

時間の前，１０の合成・分解の後に配置する
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ことで，2 時連続して同様の教材を扱うこ

とができる。しかし，学習する数にあわせて

取り扱うことで，児童の学習の負担を軽減

することや，５の合成・分解の学習後に導入

することで，５という数の理解がより深め

られると考えたためである。 

 

５．3 授業の流れ 

 授業の詳しい計画は，学習指導案（参考資

料１）で示す。ここでは簡単な説明とする。

表１の特別支援学校における，第２時と第

３時の間に実践することを想定している。 

 

（１）場面提示 

「５がすきなぼうしやさん」の場面を提

示する。教材の流れを理解させるため，赤組

5 人で帽子屋に訪れたとして「ともだち」に

「５のぼうし」を被せる操作を行う。 

（２）活動 

赤組４人の場合を提示する。「ともだち」

が何人か確認し，人数が足りないことを確

認する。黄色組の「ともだち」を呼んでくる

ことを提案する。何人呼ぶか赤組の人数や

「おみせ」のマスの空きをもとに判断する。

赤組，黄色組の「ともだち」を「おみせ」に

並べる。５人になったことを確認する。帽子

屋さんを呼んで「５のぼうし」をもらい，

「ともだち」に被せて 5 人であることを再

確認する。「赤組４人，黄色組１人で５人」

と言葉でいう。写真を撮る。 

赤組が 3 人，２人，１人の場合も同様の

流れで行う。 

（３）まとめ 

写真を提示しながら「赤組が何人，黄色組

が何人で 5 人」ということを確認する。 

 

児童の実態や理解にあわせて，「おみせ」

を用いずに，黄色組の人数を考えさせたり，

本時の学習プリント（参考資料２）を用いて

学習の理解を深めたりする。 

学習プリント（参考資料２）の取り扱いに

ついて，児童の実態にあわせて，数字のなぞ

り書きや穴埋め形式を選択して提示するよ

うにする。また，「ともだち」のイラストが

全員同じことから，同じ人物のクラスが唐

突に変わるように見え，違和感のある児童

もいると考えられ，子供の特性に応じて，イ

ラストの変更を行うことも必要になると考

える。 

 

６．今後の課題 

 今回の教材の開発にあたり，「５のぼうし」

「１０のおうかん」をもらえる状況が，現実

場面と乖離しているという点が課題として

挙げられた。知的障害児の発達の特性に着

目して，子どもが身近な体験としてイメー

ジしやすい教材を開発し，子どもが意欲的

に取り組める学習課題の設定が必要である

と考える。例えば，「5 個のリンゴの詰め合

わせの贈り物をプレゼントしよう」という

ストーリー性をもたせることである。赤リ

ンゴと青りんごを５つの仕切りのある箱の

中に入れて，リンゴの詰め合わせを完成さ

せてプレゼントするという活動を，児童が

先生に「リンゴの詰め合わせセット」をつく

って贈ったり，児童同士で相互につくって

贈り合ったりするといった活動が考えられ

る。相手とのやりとり遊びの楽しさを感じ

ることが，学習に取り組むモチベーション

を高めることにつながると考えられる。児

童にとって身近な内容，生活場面とリンク

した内容であることが，学習を生きる力に
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つなげることや，より児童を学習に引き込

む上で望ましいと考えられ，題材の必然性

をより重視した形への改善を行っていきた

い。また，機会があれば本教材を用いた授業

実践を行い，授業での児童の様子や学習効

果をもとに教材の改善を検討したい。 
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特別支援学校 算数科 学習指導案 

 

1. 本時のねらい 

・５をつくる活動を通して，ある数といくつで５になるか理解することができる。 

・５つの具体物に帽子を被せる活動を通して，５を 1 つのまとまりにする経験をすることができる。 

2. 本時の展開 

過程 学習活動 指導・援助 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

「場面提示」 

 

 

 

 

 

○赤組のお友達が何人いるか一緒に数えましょう。 

○帽子屋さんを呼んで帽子をもらおう。 

○写真をとるよ。 

 

「活動」 

○赤組 4 人で提示する。 

○赤組のお友達が何人いるか一緒に数えましょう。 

○黄色組のお友達を呼ぼう。何人呼ぼうかな。 

・1 人。 

○お友達がみんなで何人になったか数えましょう。 

○帽子屋さんを呼んで帽子をもらおう。 

○赤組のお友達は何人ですか。黄色組のお友達は何人です

か。 

・あかぐみが４にんときいろぐみが１りで５にん。 

○写真を撮る。 

○赤組の人数が 3 人，2 人，1 人の場合を行う。 

 

「まとめ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全員で一緒に数える。 

・帽子を紙コップに被せ，5 人

であることを確認する。 

 

 

・次の日として場面を切り替

える。 

・4 人で帽子はもらえるか確認

する。 

・黄色組の紙コップを提示す

る。 

・それぞれの組で分けて聞く。 

 

 

 

 

 

 

・赤組の人数が 4 人，3 人，2

人，1 人のときの写真を提示

し 5 人のつくり方を確認す

る。 

・プリントを配布する。 

 

５がすきなぼうしやさんがいます。 

ぼうしやさん「おともだち５にんでおみせにきたらぼう

しをあげるよ。」 

（児童に赤組 5 人のセットを渡す。） 

【準備物】 

「ともだち」（赤組５つ，黄

色組５つほど） 

「おみせ」 

「５のぼうし」 

あかぐみが４にんときいろぐみが１りで ５にん 

あかぐみが３にんときいろぐみが２りで ５にん 

あかぐみが２りときいろぐみが３にんで ５にん 

あかぐみが１りときいろぐみが４にんで ５にん 

 

参考資料１ 
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５がすきなぼうしやさん 

参考資料２ 
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